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（１）大戸川ダムの必要性・役割

４．以上のように、大戸川ダムからの振替補給と丹４．以上のように、大戸川ダムからの振替補給と丹
生ダムからの補給を連携運用することにより、よ生ダムからの補給を連携運用することにより、よ
り安定した琵琶湖水位の維持を図ることができまり安定した琵琶湖水位の維持を図ることができま
す。す。

５－５
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（２）琵琶湖環境改善のための水
量の確保

昭和２３年から昭和４２年までの２０ヶ年の利昭和２３年から昭和４２年までの２０ヶ年の利
水計算の結果、大戸川ダム地点では毎年、水計算の結果、大戸川ダム地点では毎年、
振替補給開始直前までに平均で約８，３００振替補給開始直前までに平均で約８，３００
万万mm33、最低でも約４，７００万、最低でも約４，７００万mm33の水が仮想の水が仮想

的に貯留可能であり、これらは現計画の容的に貯留可能であり、これらは現計画の容
量３，３６０万ｍ量３，３６０万ｍ３３を上回っています。を上回っています。

５－６
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（３）琵琶湖環境改善のまとめ

効果

大戸川ダムによる瀬田川洗堰からの放流量の振大戸川ダムによる瀬田川洗堰からの放流量の振
替は、位置的条件に優れています。替は、位置的条件に優れています。

琵琶湖環境改善のために必要な水量の一部を琵琶湖環境改善のために必要な水量の一部を
大戸川ダムによって補給する（洗堰からの放流量大戸川ダムによって補給する（洗堰からの放流量
を振り替える）ことができます。を振り替える）ことができます。

丹生ダムからの補給に加えて大戸川ダムからの丹生ダムからの補給に加えて大戸川ダムからの
振替補給により、琵琶湖の急激な水位低下を解振替補給により、琵琶湖の急激な水位低下を解
消（水位を一定期間維持）することができます。消（水位を一定期間維持）することができます。

すなわち、丹生ダムとの連携運用により、より安すなわち、丹生ダムとの連携運用により、より安
定した琵琶湖の水位維持が可能となります。定した琵琶湖の水位維持が可能となります。

５－７
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振替補給に必要な水量とその運用方法を検討振替補給に必要な水量とその運用方法を検討
します。します。

課題

５－８
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（４）淀川狭窄部上流（亀岡地区）の
治水対策のまとめ

日吉ダムの治水容量を増量することにより、浸水
被害の軽減を図るためには、利水容量を大戸川
ダムに振り替えることが有効です。

しかし、下記の点についての検討が必要です。

治水容量を増量することで亀岡地区の浸水被害

の軽減が図れますが、振り替え容量をより効果

的に運用することを検討する必要があります。

利水容量振替の検討にあたっては渇水が頻発
している状況に配慮する必要があります。

５－１２
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（２）大戸川での流域対策
１）情報伝達、避難体制の整備等１）情報伝達、避難体制の整備等

①①広域防災施設整備対策広域防災施設整備対策

・例えば、情報通信機能整備・例えば、情報通信機能整備

②②洪水予報・水防・警報システム洪水予報・水防・警報システム

③③洪水情報伝達洪水情報伝達

・たとえば、ハザードマップ・たとえば、ハザードマップ

④④その他その他

・たとえば、防災訓練・たとえば、防災訓練

２）被害ポテンシャル低減対策２）被害ポテンシャル低減対策

①①避難誘導等避難誘導等

②②土地利用誘導土地利用誘導
５－１５
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第５章 ダム貯水池計画

千ｍ３

○ 琵琶湖環境の保全のための容量 検討中
○ 日吉ダム振替のための容量 ８，０００～１２，０００

○ 大戸川の治水対策のための容量 １５，０００～２１，９００
○ 利水容量 精査確認中
○ 大戸川の環境のための容量 検討中

○ 堆砂のための容量 ２，０００～ ６，０００

今後、個々の項目の検討を行います。

以上述べてきたことに必要な容量は次のよ
うになります。

５－２０
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第６章 大戸川ダム事業の現状

Ｓ４３．４ ダム計画・調査着手
Ｓ６１．６ 大戸川ダム建設事業実施計画調査に

係る基本協定書」調印
Ｈ３．３ 特定多目的ダム法に基づく基本計画

告示
Ｈ４．８ 滋賀県と主要地方道大津信楽線に関

する全体協定締結
Ｈ６．１０ 大戸川ダム損失補償基準 妥結調印
Ｈ１０．３ 大鳥居地区集団移転完了
Ｈ１３．７ 水源地域対策法に基づく「水源地域整

備計画」が決定される。

（１）大戸川ダムの事業の経緯

５－２１
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第７章 まとめ
1.琵琶湖における急速な水位低下が生態系に及ぼす影響
の軽減策を緊急に実施する必要がある。急速な水位低
下の抑制策としては、大戸川ダム等の貯留施設の建設
が有効です。

2.狭窄部の開削を当面できないことから保津峡上流の亀
岡地区の浸水被害の解消を図る必要があり、日吉ダム
の治水容量を増量することにより浸水被害の軽減を図る
ためには、利水容量を大戸川ダムに振り替えることが有
効です。

3.大戸川の洪水被害の軽減のため、治水対策が必要です。
このためには、大戸川ダムの建設が有効です。なお、滋
賀県の整備計画との整合を図ります。

4.大戸川ダムは下流部の浸水被害を軽減する効果があり
ます。 ５－２５
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今後調査・検討しなければならな
い事項
１． 琵琶湖の水位低下抑制のための大戸川ダム
からの放流による効果と、その自然環境に及
ぼす影響について、さらに詳細な調査検討。

２． 日吉ダムの利水容量の振り替えについての
検討。

３． 貯水池規模の見直し並びに貯水池運用の変
更を行う場合は環境等の諸調査。

４． 土砂移動の連続性を確保する方策の検討。

５． 利水について、早急な水需要の精査確認。
５－２６


